第１学年　社会科　指導計画
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	地理的分野
	我が国の国土及び世界の諸地域に関して、地域の諸事象や地域的特色を理解しているとともに、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。
	地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互の依存作用、地域などに着目して、多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決に向けて公正に選択・判断したり、思考・判断したことを説明したり、それらをもとに議論したりしている。
	日本や世界の地域に関わる諸事象について、国家及び社会の担い手として、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追及、解決しようとしている。

	歴史的分野
	我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解しているとともに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べまとめている。
	歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したり、思考・判断したことを説明したり、それらをもとに議論したりしている。
	歴史に関わる諸事象について、国家及び社会の担い手として、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追及、解決しようとしている。


知・技・・・知識・技能　思・判・表・・・思考・判断・表現　主・・・主体的に学習に取り組む態度　　　　　　　　　　※対・・・対話による学習活動
	４

月

(7)
	第１編　世界と日本の地域構成　　　（10時間）

	
	第１章　世界の地域構成　　　5時間　　地理p.6～15

	
	【単元の目標】

○「地図から見える世界」について、地球儀や地図帳を活用し，緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置などをもとに世界の地域構成を大観し，理解する。

○大陸と海洋の分布や主な国の位置，緯度や経度などに着目して，世界の地域構成の特色を多面的・多角的に考察し，表現する。

知・技：地球儀や地図帳の活用の仕方，世界の略地図の描き方などを身につけ，緯度と経度，大陸と海洋の分布，主な国々の名称と位置などをもとに，世界の地域構成を大観し，その特色を理解している。
思・判・表：世界の地域構成の特色について，大陸と海洋の分布や主な国の位置，緯度や経度などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。
主：世界の地域構成について，地球儀や地図帳を活用して，大陸と海洋の分布や主な国の位置，緯度や経度などの約束事やきまりなどを主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
対
	●これからの活動に見通しを持つ。
	オリエンテーション
	主学習の見通しを持とうとしている。

	
	2
	●世界の大陸と海洋の位置と名称を知り、地球を大観する。

●地球儀などを使って，陸地と海洋の分布や面積比を確かめることができる。
	１　地図から見える世界
	知・技地球儀などの活用の仕方を身に付け，世界の大陸に海洋の位置と名称を理解している。
思・判・表地球儀を活用し，陸地と海洋の分布や面積比がどのようになっているかを考察し，その内容を表現している。
主小学校で学習した知識をもとに，世界の地域構成について関心を高め，その特色を主体的に追究しようとしている。

	
	3
	●地球儀を使って，赤道や本初子午線，緯線や経線の意味を知り，地球上の位置を緯度と経度によって示すことができる。

●地球儀を使って，地軸が傾いていることを知り，それによって生じることについて捉えることができ、日本のような中緯度地域では四季の区別がはっきりすることを理解できる。
	２　地球を表す模型
	知・技地球儀などの活用の仕方を身に付け，地球上の位置の表し方や地軸の傾きによる季節の変化について理解している。
思・判・表地球儀を活用し，地軸の傾きのよって生じることを捉え，日本などの中緯度地域ではそれに伴う季節の変化がどのように関連しているかを考察し，表現している。

	
	4
	●球体である地球を平面の世界地図に表す際に，面積・形・方位などのすべての要素を正しく描くことはできないことが理解できる。

●地球儀や世界地図を活用しながら，さまざまな作業を通じて，投影法による世界地図の特徴の差異について関心をもち，世界の大まかな略地図を描くことができる。
	３　地球儀から世界地図へ
	知・技地球儀と世界地図の違いについて理解し，世界の略地図を描く技能を身に付けている。
思・判・表地球儀と世界地図の違いについての知識を生かし，どのような場面で地球儀や様々な図法で描かれた世界地図を活用することが適切なのかを考察し，その理由を説明している。

	
	5
対
	●世界の主な国のうち，60か国程度の位置と名称を身に付ける。

●地図帳を使って，世界各国の面積の大きい・小さいや，人口の多い・少ないを調べ，比較できる。
	４　200近くの国々からなる世界
	知・技世界の主な国の名称を理解し，地図帳などを活用してその位置を見つける技能や、各国について面積の大きい・小さいや人口の多い・少ないに関して，数値をもとに調べる技能を身に付けている。
思・判・表地図帳などを活用し，世界の主な国について調べることを通して，面積の大きい国・小さい国や人口の多い国・少ない国の分布の特色について考察し，その内容を表現している。

	
	6
	●世界の主な国々を国旗・国名の由来や国境線から捉え，その国の歴史や文化などの特色について理解できる。
●地図帳のさくいんを使って国の位置を調べたり，さまざまな資料から国旗・国名の成り立ちを考えたりすることができる。
	５　「ユニオンジャック」はどこにある？
	知・技地図帳などを活用し，世界の主な国々の国旗の特色や国名の成り立ちについて理解している。
思・判・表世界の主な国々の国旗や国境線に着目し，国名の成り立ちなどと関連付けて特色を考察し，その内容を表現している。

	
	第２章　日本の地域構成　　　5時間　　　地理p.16～23

	
	【単元の目標】

○地球儀や地図帳を活用し，日本の国土の位置，世界各地との時差，領域の広がりや特色，その変化などを大観し，日本の地域構成を理解する。

○日本の周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して，日本の地域構成の特色を多面的・多角的に考察し，表現する。
知・技：地球儀や地図帳を活用し，日本の国土の位置，世界各地との時差，領域の範囲や変化とその特色などをもとに，日本の地域構成を大観し，理解している。
思・判・表：日本の地域構成の特色について，周辺の海洋の広がりや国土を構成する島々の位置などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。
主：日本の地域構成について，地球儀や地図帳などを活用し，その特色や課題について主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
	●世界における日本の位置を理解し，絶対的位置や相対的位置の方法によって表現できる。

●時差のしくみを理解し，世界各地との時差の計算によって，日本の位置について表現できる。
	１　世界の中の日本の位置
	知・技時差のしくみについて理解し，他の国の都市との時差を求める技能を身に付けている。
思・判・表時差についての知識を活用し，一つの国の中で時差が生じる国の共通点を考察し，その内容を表現している。
主小学校で学習した知識をもとに，日本の地域構成について関心を高め，その特色を主体的に追究しようとしている。

	5
月
（11）
	2
	●日本の領域は多くの島々（領土）と領海・領空からなり，海に囲まれた海洋国家であることを理解する。

●領海の外側に排他的経済水域が設けられていること，日本の領域が時代とともに変化してきたことについて関心をもち，調べようとする態度を養う。
	２　日本の国土の広がり
	知・技日本の領域について，地図帳などを活用して位置や名称を捉える技能を身に付け，日本の領域の特色を理解している。
思・判・表日本の排他的経済水域と領域との特色の一つとして，沖ノ鳥島の護岸工事の意義について考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●北方領土，竹島と尖閣諸島について，日本と周辺国との間に領土をめぐる対立が生じていることを理解する。

●北方領土，竹島と尖閣諸島について，具体的な位置関係を把握するとともに，歴史的背景について関心をもち，調べようとする態度を養う。
	３　日本の領土をめぐって
	知・技北方領土，竹島と尖閣諸島について，地図帳などからその位置を捉える技能を身に付け，日本と周辺国との間に領土をめぐる対立が生じていることを理解している。
思・判・表北方領土，竹島と尖閣諸島について，位置関係や歴史的背景を調べ，解決に向けてどのようなことが必要かを考察し，その内容を表現している。

	
	4
	●47都道府県と都道府県庁所在地名について確認し，その成り立ちを含めて理解し，自然的・社会的条件を設定して共通性を考えるなどして，表現できる。

●日本のおおまかな略地図を描くことができる。
	４　47の都道府県
	知・技地図帳などを活用し，47都道府県と都道府県庁所在地の位置と名称を捉える技能を身に付け，その成り立ちや境界，都道府県庁所在地の歴史的特色や共通性について理解している。
思・判・表都道府県庁所在地の歴史的特色や共通性について考察し，その内容について略地図なども活用しながら表現している。

	
	5
対
	●第１編の学習を振り返り、世界と日本の地域構成を大観し，理解している。
●第１編の各章の問い（章を通した学習課題）について，見方・考え方をはたらかせて，多面的・多角的に考察し，表現している。
●第１編で学習した基礎的事項を確認するとともに，学習の成果について地図を用いて整理できる。
	まとめ
	知・技地図や地球儀を活用し，世界や日本の位置関係や広がりについて大観し，理解している。
思・判・表世界と日本の地域構成の特色を多面的・多角的に考察し，表現している。
主第地図や地球儀に関心をもち，世界や日本の地域構成や位置の表現方法について主体的に追究しようとしている。

	
	第２編　世界のさまざまな地域　　　（9時間）

	
	第１章　世界の人々の生活と環境　　　9時間　　　地理p.25～41

	
	【単元の目標】

○人々の生活は，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件から影響を受けたり，その場所の自然及び社会的条件に影響を与えたりすることを理解するとともに，世界各地における人々の生活やその変容をもとに，世界の人々の生活や環境の多様性及びそれらの関係性について理解する。

○世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由を，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件などに着目して多面的・多角的に考察し，表現する。
知・技：人々の生活は，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件から影響を受けたり，その場所の自然及び社会的条件に影響を与えたりすることを理解している。
思・判・表：世界各地における人々の生活の特色やその変容の理由を，その生活が営まれる場所の自然及び社会的条件などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。
主：世界各地の人々の生活と環境について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
	●26ページの「世界の気候帯の分布」と，雨温図のグラフを活用し，世界の気候帯の分布を捉える。

●大陸別の気候帯の分布について関心をもち，それぞれの気候帯の特徴を比較し，表現することができる。
	１　地域によって気候が変わる
	知・技世界の気候帯について，その名称を理解し，分布の特色について地図帳などを活用して読み取る技能を身に付けている。
思・判・表世界の気候帯の特色について，雨温図のグラフから読み取ったことをもとに考察し，その内容を表現している。

	
	2
	●熱帯の地域の自然環境の特色と，そこに暮らす人々の生活とその変化を理解する。

●熱帯の気候分布図からその広がりの特色を読み取り，雨温図のグラフから熱帯気候の特色を捉えることができる。
	２　赤道に沿った暑い地域の暮らし
	知・技熱帯の地域の雨温図のグラフ，分布の特色を適切に読み取る技能を身に付け，熱帯の地域の特色について，住居や衣服，暮らしの特色と関連付けて理解している。
思・判・表熱帯の地域の特色と生活の工夫について考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●乾燥帯の地域の自然環境の特色と，そこに暮らす人々の生活とその変化を理解する。

●乾燥帯の気候分布図からその広がりの特色を読み取り，雨温図のグラフから乾燥帯気候の特色を捉えることができる。
	３　植物の少ない乾いた地域の暮らし
	知・技乾燥帯の地域の雨温図のグラフ，分布の特色を適切に読み取る技能を身に付け，乾燥帯の地域の特色について，住居や衣服，暮らしの特色と関連付けて理解している。
思・判・表乾燥帯の地域の特色と生活の工夫について考察し，その内容を表現している。

	
	4
	●温帯の地域の自然環境の特色と，そこに暮らす人々の生活とその変化を理解する。

●温帯の気候分布図からその広がりの特色を読み取り，雨温図のグラフから温帯気候の特色を捉えることができる。
	４　温暖な地域の暮らし
	知・技温帯の地域の雨温図のグラフ，分布の特色を適切に読み取る技能を身に付け，温帯の地域の特色について，住居や衣服，暮らしの特色と関連付けて理解している。
主古い町並みや伝統的な食文化を保存しようとする人々の努力に気付き，多様な文化を尊重する態度を身に付けようとしている。

	
	5
	●冷帯（亜寒帯）・寒帯の地域の自然環境の特色と，そこに暮らす人々の生活とその変化を理解する。

●冷帯（亜寒帯）・寒帯の気候分布図からその広がりの特色を読み取り，雨温図のグラフから冷帯（亜寒帯）・寒帯気候の特色を捉えることができる。
	５　雪と氷に囲まれた地域の暮らし
	知・技冷帯・寒帯の地域の雨温図のグラフ，分布の特色を適切に読み取る技能を身に付け，冷帯・寒帯の地域の特色について，住居や衣服，暮らしの特色と関連付けて理解している。
思・判・表冷帯・寒帯の地域の特色と生活の工夫について考察し，その内容を表現している。

	
	6
	●標高の高い地域の自然環境の特色と，そこに暮らす人々の生活とその変化を理解する。

●高山気候の分布図からその広がりの特色を読み取り，雨温図のグラフから高山気候の特色を捉えることができる。
	６　標高が高い地域の暮らし
	知・技高山気候の地域の雨温図のグラフ，分布の特色を適切に読み取る技能を身に付け，高山気候の地域の特色について，住居や衣服，暮らしの特色と関連付けて理解している。
思・判・表高山気候の地域の特色と生活の工夫について考察し，その内容を表現している。

	
	7
	●世界にはさまざまな民族が暮らしており，それらをもとに多様な言語や文化が形成されていることを理解する。

●多様な文化の存在を互いに認めて，共存していこうとする態度を養う。
	７　さまざまな言語と人々の暮らし
	知・技世界で使われている言語の分布について，地図帳などを活用し，適切に読み取る技能を身に付け，世界にはさまざまな民族が生活し，多様な言語が使われていることを理解している。
思・判・表複数の言語を公用語としている国について，多文化の尊重の視点から考察し，その内容を表現している。

	６
月
（11）
	8
	●世界の主な宗教の特色とその分布を理解する。

●多様な宗教の存在を互いに認めて，共存していこうとする態度を養う。
	８　さまざまな宗教と人々の暮らし
	知・技世界の主な宗教の分布について，地図帳などを活用し，適切に読み取る技能を身に付け，世界の主な宗教の特色と人々の生活との関連を理解している。
思・判・表宗教をめぐる対立や紛争について，異なる宗教をもつ人々の共存を視点に考察し，その内容を表現している。

	
	9
対
	●世界の各地域の気候と人々の暮らしについて大観し，自然環境からどのような影響を受けて，どのような影響を与えて生活しているかについて理解している。
●世界の言語・宗教の分布について，多様であることを確かめ，共存していくための工夫について多面的・多角的に考察している。
	９　まとめ
	知・技地図帳などを活用して学習してきた場所を振り返り，地域の特色について適切に資料を読み取る技能を身に付け，世界各地の気候と暮らしや言語・宗教の特色と人々の生活との関連を理解している。
思・判・表複世界各地の気候と暮らしや言語・宗教について，共通点・相違点から生活の工夫や対立・紛争を整理し，共存の視点から考察して表現している。
主世界各地域の気候と暮らしや言語・宗教の特色について振り返りながら，世界全体を大観して主体的に学習課題について考察し，各地域の違いについて主体的に追究しようとしている。

	
	第１章　歴史のとびら　　　（10時間）

	
	１節　歴史を捉える見方・考え方　　　5時間　　　歴史p.8～15

	
	【単元の目標】

〇歴史上の人物や出来事などについて調べたり考えたりする活動を通して，時代区分や時代の移り変わりに気付かせる。
〇時代や年代の読み取り方を理解させ，歴史を学習する際の基礎を身に付けさせる。
知・技：年代の表し方や，時代区分の意味や意義についての基本的な内容を理解している。
思・判・表：歴史的な見方・考え方「時期や年代」「推移」「現在のつながり」に着目して，小学校の学習で学習した人物や文化財，出来事などが時代区分とどのように関わるか考察し，表現している。

主：私たちと歴史について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に探究，解決しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1

・

2
・
3
・
4
・
5
対
	●年表の読み取りを通して，年代の表し方や時代区分についての基本的な内容を理解する。

●資料を読み取る活動を通して，歴史的な見方・考え方を捉え，この後の学習で働かせられるようにする。

●小学校で学習した内容を年表に整理する作業や，地域の変化を資料から読み取ることで時代の移り変わりを考え，表現する。
	・オリエンテーション
・持続可能な社会の実現に向けて
・歴史の流れ

１　時期や年代の表し方

２　歴史の流れの捉え方

３　時代の特色の捉え方
	知・技年代の表し方や時代区分についての基本的な内容を理解している。また、資料から歴史に関わる情報を読み取り，年表などにまとめることができる。
思・判・表年表の読み取りや作成，資料の比較から時代の移り変わりを捉え，その過程や結果を適切に表現している。

主歴史の表現方法や歴史的な見方・考え方といった歴史を捉える方法を主体的に追究し，この後の学習で活用しようとしている。

	
	２節　身近な地域の歴史　　　5時間　　　歴史p.16～19,40～41,138～139,164～165

	
	【単元の目標】

○身近な地域にどのような歴史があるかを調べて整理し，身近な地域の歴史的特徴を多面的・多角的に考察させ，表現させる。
知・技：身近な地域の歴史について適切に資料など情報を収集し，年表などにまとめている。
思・判・表：歴史的な見方・考え方「比較」「関連」や，時代的な背景や地域の環境，歴史と私たちとのつながりに着目して，身近な地域の歴史の特徴を考察し，表現している。
主：身近な地域の歴史などを調べたりまとめたりする活動を通して，日本の歴史の大きな流れや時代の特色に対して見通しを持ち，課題の解決に向けて学習しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
・
2
対
	●書籍やインターネット，現地調査などで身近な地域の歴史に関する情報を調べて収集し，まとめる技能を身に付ける。

●身近な地域の歴史的な特徴を，「比較」「関連」「現在とのつながり」などに着目しながら考え，発表する。
	１　テーマと問いを設定して調査・考察しよう

２　まとめと発表をしよう
	知・技様々な手段で身近な地域の歴史について調べたり、収集した情報を年表などに適切にまとめたりしている。
思・判・表身近な地域の歴史的特徴を多面的・多角的に考察し，表現している。
主身近な地域に関して自ら目標を定め，その課題解決に向けて，関心を持って学習に取り組もうとしている。

	
	3
対
	●書籍やインターネット、地域に残る遺跡や博物館を調べ、情報を集めて年表などにまとめる技能を身に付け、福岡が大陸とどのような交流があったかを理解する。
●地域の歴史に関する情報を年表などに整理し、比較や関連付け、現在の私たちとのつながりに着目して、地域の歴史の特徴を考察し、表現する。
	大陸への玄関口　福岡
	知・技調査して収集した課題に関連する情報を、年表などに適切にまとめている。
思・判・表地域の歴史に関する情報を表などに整理し、地域の歴史の特徴を多面的・多角的に考察している。
主地域の歴史について、地域の歴史の特徴を明らかにしようとする学習を振り返りながら、主体的に課題を追究、解決しようとしている。

	
	4
対
	●書籍やインターネット、地域に残る遺跡や博物館を調べ、収集した情報を整理する技能を身に付け、会津藩でどのような政治が行われたのか理解する。
●地域の歴史に関する情報を年表などに整理し、比較や関連付け、現在の私たちとのつながりに着目して、地域の歴史の特徴を考察し、表現する。
	藩の政治と産業　会津
	知・技調査して収集した課題に関連する情報を、年表などに適切にまとめている。
思・判・表地域の歴史に関する情報を表などに整理し、地域の歴史の特徴を多面的・多角的に考察している。
主地域の歴史について、地域の歴史の特徴を明らかにしようとする学習を振り返りながら、主体的に課題を追究、解決しようとしている。

	７
月
（9）

	第２章　古代までの日本　　　（19時間）

	
	１節　世界の古代文明と宗教のおこり　　　6時間　　　歴史p.22～33

	
	【単元の目標】

○世界各地で文明が築かれたことを諸文明の類似性に着目して理解させる。

〇仏教，キリスト教，イスラム教などの宗教のおこりについて，見方・考え方「場所や環境」に着目して働かせる。
知・技：古代文明の特徴を，生産技術の発達，文字の使用，国家のおこりと発展などに着目して捉えさせる。
思・判・表：世界の古代文明や宗教が，日本の社会に与えた影響を考察し，表現している。
主：古代文明や宗教のおこりなどに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●年表にある事柄や人物，文化財のイラストから小学校で学習した内容を振り返り，時代の特色を考える。

●写真や年表，絵画などの資料から，古代の時代のイメージと学習の見通しを持つ。
	平城京が造られるまでの歴史を大きくながめよう
	思・判・表資料の読み解きや比較から，この時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現している。
主古代の日本ではどのように国家が形成されたのかという探究課題に対して，見通しを持って学習に取り組もうとしている。

	
	1
	●人類が進化してきた過程や，人類の特徴を理解する。

●土器や石器の発明によって，人々の生活が変化したことを理解する。
	１　人類の出現と進化
	知・技人類の進化の過程について，その概略を捉えている。
思・判・表旧石器時代と新石器時代の違いを考察し，表現している。

	
	2
	●古代文明の特徴を，生活技術の発達や文字の使用などを通して理解する。

●古代文明がおこった地域の特徴について考える。
	２　古代文明のおこりと発展
	思・判・表文字や金属器の使用など，古代文明の共通点について考察し，表現している。

主古代文明に関する建造物や文化財に関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	3
	●中国の古代文明の特徴を，様々な資料を通して理解する。

●中国の古代文明が日本に与えた影響について考える。
	３　中国文明の発展
	知・技中国の古代文明について，殷から漢までの大きな流れを理解している。

知・技中国から日本へ伝わった文物の特徴を理解している。

	
	4
	●ギリシャ・ローマの文明と政治や社会の仕組みの特色を理解する。

●ギリシャ・ローマの文明が，現在のヨーロッパ文化と深く結びついていることに気付く。
	４　ギリシャ・ローマの文明
	知・技写真資料などを通して，ヘレニズムの文化がインド・中国・日本の美術に影響を与えたことを理解している。

主ギリシャ・ローマの政治制度が現代につながっていることに気付き，意欲的に追究しようとしている。

	
	5
	●古代の宗教のおこりについて，その概略を理解する。
●宗教がおこった地域の特徴について考える。
	５　宗教のおこりと三大宗教
	知・技仏教，キリスト教，イスラム教の特徴を理解している。
思・判・表三大宗教が成立した地域が，西アジアやインドなど，古代文明が発展した地域と重なっていることに気付いている。

	
	２節　日本列島の誕生と大陸との交流　　　3時間　　　歴史p.34～39

	
	【単元の目標】

○日本列島で狩猟・採集を行っていた人々の生活が，農耕の始まりとともに変化していったことを理解させる。

〇国家が形成されていく過程のあらましを，東アジアとの関わり，古墳の広まり，大和政権による統一を通して捉えさせる。

知・技：稲作が伝来した後の社会の仕組みや，人々の生活の変化を理解している。
思・判・表：金印や文字資料などから，古代の日本と中国をはじめとする東アジア世界との関わりについて考察し表現している。
主：日本列島において狩猟・採集から農耕へと変化した人々の生活に関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
	●日本列島における旧石器時代の人々の生活の様子を具体的に捉える。

●縄文時代の人々の生活の様子を，考古学の成果を活用しながら具体的に理解する。
	１　旧石器時代と縄文時代の暮らし　
	知・技様々な資料から，日本列島で狩猟・採集の生活を行っていた人々の生活の特徴について理解している。

主様々な遺物や遺跡の発掘など，考古学の成果に関心を持とうとしている

	
	2
	●弥生時代の人々の生活の様子を，考古学の成果を活用しながら具体的に理解する。

●日本の国家が形成されていく過程のあらましを，東アジアとの関わりを通して捉える。
	２　弥生時代の暮らしと邪馬台国
	思・判・表中国の文献などから，国家が形成されていく過程について考察し，表現している。

主弥生時代の人々の生活に関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	3
	●大和地方を中心に国内が統一されたことを，古墳の広まりを通して理解する。

●様々な資料を通して，日本と中国・朝鮮半島との交流について気付く。
	３　大王の時代
	知・技遺物や遺跡などの具体的な資料を通して，古墳文化の特色を理解している。

知・技大和政権の国内統一の過程を，古墳の分布や鉄剣などの資料を通して理解している。

	８
月
（3）
	３節　古代国家の歩みと東アジア世界　　　10時間　　　歴史p.42～63

	
	【単元の目標】

○大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが整えられ，その後，天皇・貴族の政治が展開されたことを，聖徳太子の政治，大化の改新から律令国家の確立に至る過程，摂関政治を通して理解させる。
〇国際的な要素を持った文化が栄え，後に文化の国風化が進んだことを，法隆寺や正倉院の宝物，仮名文字などを通して捉えさせる。

知・技：聖徳太子の政治，大化の改新から律令国家の確立に至るまでの過程など，国家の仕組みが整えられ，その後，天皇・貴族の政治が展開されたことを理解している。
思・判・表：聖徳太子の政治から大化の改新を経て確立した律令国家の政治の特徴について考察し，表現している。

主：天皇・貴族の政治が展開され，国際的な要素を持った文化が後に国風化したことに関心を持ち，それらに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
	●聖徳太子や蘇我氏が目指した政治の特徴を理解する。

●飛鳥文化の特色を，仏教の伝来と関連付けて捉える。
	１　聖徳太子の政治改革
	思・判・表聖徳太子や蘇我氏が行った政治の目的を考察し，表現している。

主飛鳥文化に関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	2
	●大化の改新から律令国家の確立に至るまでの過程を理解する。

●7世紀の東アジアの動きを，国内の情勢と関連付けて捉える。
	２　東アジアの緊張と律令国家への歩み
	知・技大化の改新と，その後の律令国家への展開を理解している。
思・判・表中国や朝鮮半島との関係を考察し，表現している。

	
	3
	●律令の制定，都の造営，地方への支配の広がりなどを通して，古代国家の特徴を捉える。

●律令制度の内容をもとに，古代国家の仕組みを理解する。
	３　律令国家の成立と平城京
	思・判・表平城京の様子から，天皇や貴族の力の大きさや中国の影響を考察し，表現している。
主自分たちが生活している地域の国名や郡名などに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	９
月
（12）
	4
	●奈良時代の人々の生活の実態を，班田収授法を通して理解する。

●律令制度の基盤である公地・公民の原則がくずれ始めた理由を考える。
	４　奈良時代の人々の暮らし
	知・技墾田永年私財法などにより，公地・公民の原則がくずれていった経過を理解している。

思・判・表貴族と農民の食事や住居を比較し，奈良時代の人々の生活の様子を考察し，表現している。

	
	5
	●代表的な文化財を通して，天平文化の特色を理解する。

●正倉院の宝物や地図から，中国，西アジアやインドなどの影響が見られることに気付く。
	５　天平文化
	知・技天平文化が，仏教や大陸との交流の影響によって生まれたことを理解している。

主奈良時代の寺院や仏像に関心を持ち，それらに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	6
	●平安遷都の理由や意義，平安時代初めの政治の特色について理解する。

●平安時代の新しい仏教の特色を理解する。
	６　平安京と律令国家の変化
	知・技桓武天皇の行った政治の目的，内容などについて理解している。

思・判・表唐から伝わった新しい仏教と，奈良時代の仏教との違いを考察し，表現している。

	
	7
	●藤原氏が行った摂関政治の特徴について理解する。

●地方の政治を任された国司の様子を理解する。


	７　摂関政治の時代
	知・技10世紀になると，土地所有と税のかけ方が変化していったことを理解している。
思・判・表系図などの資料から，藤原氏が摂政や関白の地位を独占した理由を考察し，表現している。

	
	8
	●代表的な事例を通して，国風化した文化の特色を理解する。

●浄土信仰が広まった背景を考える。
	８　国風文化
	知・技仮名文字の成立や文学作品などから，国風文化の特色を理解している。

思・判・表資料から貴族の服装の特徴を考察し，表現している。

	
	9
	●日本各地の神話がどのようなかたちで現代社会に残っているかを理解する。
●各地の神話について，神楽をはじめとした各地の伝統芸能との関係に着目して考察し，表現する。
	［もっと知りたい！］
現代に生きる神話
	知・技日本各地の神話が各地の伝統芸能の中で語り継がれていることを理解している。
思・判・表日本の神話は各地の様々な伝統芸能の中に生きていることを考察し，表現している。

	
	10
対
	●ステップチャートを活用して，古代の日本の変化に着目して考察・表現し，言語活動を通して古代の日本でどのように国家が形成されていったのかを捉える。
	まとめ
	知・技古代の日本ではどのように国家が形成されたかを理解している。
思・判・表古代までの日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，自分の言葉で表現している。
主古代の特色をまとめる学習に意欲的に取り組もうとしている。

	
	第２編　世界のさまざまな地域　　第２章　世界の諸地域　　　（42時間）

	
	１　アジア州　　　9時間　　　地理p.44～61

	
	【単元の目標】

○アジア州を大観し，その上で「多様なアジアの急速な経済発展は，地域にどのような変化をもたらしたか」を主題として設定して，地域的特色を理解する。

○アジア州の経済発展と人口問題を結び付けて捉えるとともに，人口問題における一般的課題と中国における地域特有の課題を捉える。
知・技：アジア州について，経済発展とその歴史的背景，各国の結び付き，州でみられる地球的課題(人口問題)などを通して，地域的特色を大観し，理解している。
思・判・表：アジア州の地域的特色や地球的課題(人口問題)について，その要因や影響をアジア州の広がりや州内の各国の結びつきなどに着目して，諸資料から読み取れることと関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
主：アジア州について設定された学習テーマ「急速な経済発展」と，そこで見られる人口増加などの地球的課題(人口問題)とを関連付けながら，そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●アジア州に関する資料や、各地域の資料を通してアジア州を大観し、学習内容を予想し、見通しを立てる。

●アジア州の学習テーマ「急速な経済発展による地域の変化」や地球的課題を捉える。
	アジア州
	知・技アジア州に関する資料と地図を用いながら、アジア州の基礎的な知識や各地域の位置を理解している。

思・判・表資料から読み取れる地域ごとの特色を考察し、その内容を表現している。

主アジア州の学習テーマと地球的課題を結びつけ、どのような要因や影響、対処の仕方があるのか予想し、見通しを立てて、主体的に追究しようとしている。

	
	1
	●アジア州の歴史と自然環境を大観し，アジアを構成する主な国々の位置と名称を理解する。

●アジア州の地勢図から，主な自然地名や国々の位置と名称を読み取り，地域区分をすることができる。
	１　アジアをながめて
	知・技アジア州の位置・気候・歩みなどについて，地図帳などを活用して特色を読み取る技能を身に付け，アジア州の主な自然地名や国々の位置と名称，地域区分などを理解している。
思・判・表アジア州の気候や宗教に着目して，どのような特色があるのかを考察し，その内容を表現している。

	
	2
	●韓国を例に，工業化にともない，経済発展と都市化が進んでいることを理解する。

●韓国を例に，大都市が成長することによって，どのような問題が引き起こされているのかを考え，表現できる。
	２　工業化と大都市の成長
	知・技韓国の工業化と輸出品の変化などについて，グラフや分布図から特色を適切に読み取る技能を身に付け，工業化と大都市の成長について理解している。
思・判・表韓国の工業化と都市の成長による課題，日本や北朝鮮との課題について考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●中国を例に，多くの人口や多様な民族と，それらを支える農業生産の特色を理解する。

●中国を例に，人口・民族分布と人口問題，自然環境と農業の関係について考察し，表現できる。
	３　巨大な人口を支える農業と多様な民族
	知・技国の人口分布と農業の特色について，グラフや分布図を適切に読み取る技能を身に付け，中国の人口問題や農業の現状などを理解している。
思・判・表中国の人口問題についての取り組みや少数民族への政策、農業分布などについて考察し、その内容を表現している。

	
	4
	●中国を例に，工業化と経済発展が進み，それによって人々の生活が変化していることを理解する。

●中国を例に，経済発展とその背景，経済発展と人々の生活の変化，環境問題の深刻化との関係について考え，表現できる。
	４　「世界の工場」から「世界の市場」へ
	知・技中国の工業化の経緯と暮らしの変化，環境問題について，グラフや分布図から特色を適切に読み取る技能を身に付け，中国の経済発展と環境問題について理解している。
思・判・表中国の経済発展の経緯と生活の変化，環境問題の現状について考察し，その内容を表現している。

	１０
月
（12）
	5
	●東南アジアを例に，多様な宗教や民族，産業の特徴とその変化を理解する。

●東南アジアを例に，工業化が進んだ背景や貿易の進展，人々の生活の変化について考え，表現できる。
	５　変わる産業と貿易
	知・技東南アジアの産業の特色や変化，地域的な結び付きについて，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，東南アジアの経済発展について理解している。
思・判・表東南アジアの経済発展の背景と今後の課題について考察し，その内容を表現している。

	
	6
	●南アジアを例に，農業・工業の発展や，近年のインドの産業の特徴であるＩＣＴ産業の進展について理解する。

●南アジアを例に，農業・工業の発展した背景や，ＩＣＴ産業が近年進展してきた地域特有の条件について考え，表現できる。
	６　発展する産業と社会
	知・技南アジアの産業の特色や変化，地域的な結び付きについて，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，南アジアの産業の進展などについて理解している。

思・判・表南アジアの経済発展の背景と今後の課題について考察し，その内容を表現している。

	
	7
	●西アジア・中央アジアを例に，自然環境と人々の暮らしや，原油など鉱産資源に依存した経済の特色を理解する。

●西アジア・中央アジアを例に，原油やレアメタルなどの鉱産資源が世界に対して影響を及ぼし，人々の伝統的な暮らしが変化していることについて考え，表現できる。
	７　豊かな天然資源に支えられて
	知・技西アジア・中央アジアの資源と産業の特色について，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，西アジア・中央アジアの経済発展について理解している。
思・判・表西アジア・中央アジアの経済発展の背景と今後の課題について考察し，その内容を表現している。

	
	8
対
	●アジア州の主題（学習テーマ）について、見方・考え方をはたらかせて、各地域の経済発展の背景と経済発展により生じた影響について多面的・多角的に考察し、表現している。

●アジア州で学習した地域の地域的特色や経済発展の背景を整理し、理解している。
	まとめ
	知・技アジア州の自然環境や地域区分について、地図帳などを用いて整理することを身につけ、各地域の地域的特色や経済発展について理解している。

思・判・表アジア州で学習した各地域の経済発展の背景や課題について、資料を用いて多角的・多面的に考察し、その内容を表現している。

主節（アジア州）のはじめに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことを見いだし、よりよい（持続可能な）社会の実現のための方法を主体的に追究しようとしている。

	
	２　ヨーロッパ州　　　9時間　　　地理p.62～77

	
	【単元の目標】

○ヨーロッパ州を大観し，その上で「ヨーロッパでは，各国がそれぞれの歴史・文化をもちながらも，なぜ国々の結びつきが強まったのか」を主題として設定して，地域的特色を理解する。

○ヨーロッパ州の各国の産業発展にともなって発生してきたさまざまな環境問題に対する対策とともに，環境問題における一般的課題とヨーロッパ州の各国における地域特有の課題を捉える。
知・技：ヨーロッパ州について，各国の結びつきが強まった理由や歴史的背景，州やEUが抱える地球的課題(環境問題)などを通して，地域的特色を大観し，理解している。
思・判・表：ヨーロッパ州の地域的特色や地球的課題(環境問題)について，その要因や影響をヨーロッパ州の広がりや州内の各国の結びつきなどに着目して，諸資料から
読み取れることと関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
主：ヨーロッパ州について設定された学習テーマ「国家間の結びつき」と，そこで見られる酸性雨や地球温暖化などの地球的課題(環境問題)とを関連付けながら，そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●ヨーロッパ州に関する資料や、各国の資料を通してヨーロッパ州を大観し、学習内容を予想し、見通しを立てる。

●ヨーロッパ州の学習テーマ「国々の強まる結びつき」や地球的課題を捉える。
	ヨーロッパ州
	知・技ヨーロッパ州に関する資料と地図を用いながら、ヨーロッパ州の基礎的な知識や各国の位置を理解している。

思・判・表資料から読み取れるヨーロッパ州の特色を考察し、その内容を表現している。

主ヨーロッパ州の学習テーマと地球的課題を結びつけ、どのような要因や影響、対処の仕方があるのか予想し、見通しを立てて、主体的に追究しようとしている。

	
	1
	●ヨーロッパ州の自然環境や文化を大観し，ヨーロッパ州を構成する主な国々の位置と名称を理解する。

●ヨーロッパ州の地勢図から，主な自然地名や国々の位置と名称を読み取ることができる。
	１　ヨーロッパをながめて
	知・技ヨーロッパ州の位置・気候・民族などについて，地図帳などを活用して特色を読み取る技能を身に付け，主な自然地名や国々の位置と名称，地域区分などを理解している。
思・判・表ヨーロッパ州の気候や言語・宗教に着目して，どのような特色があるのかを考察し，その内容を表現している。

	
	2
	●ヨーロッパ連合の成り立ちとその拡大について理解する。

●ヨーロッパ連合加盟国における生活の変化と，地域格差の現状とその課題について考え，表現できる。
	２　ヨーロッパの統合とその課題
	知・技ヨーロッパ連合の設立の背景や特色について、年表、グラフや分布図から適切に読み取る技能を身につけ、理解している。
思・判・表EU加盟国間の国民総所得やイギリスのEU離脱などに着目して，EUの課題について考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●ヨーロッパの農業について，自然環境との関係から地域的特色を理解する。

●フランスを例に，農業生産の特色や食文化やヨーロッパ連合との関わりについて考え，表現できる。
	３　ヨーロッパの農業のいま
	知・技ヨーロッパの農業の特色について，グラフや分布から適切に読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表ヨーロッパの農業について，気候と作物の関係に着目して特色を考察し，その内容を表現している。

	
	4
	●ヨーロッパ連合の工業について，資源分布との関係や工業地域の変化，地域格差について理解する。

●ドイツを例に，工業の発展と外国人労働者の増加の関係について考え，表現できる。
	４　国境を越える工業生産
	知・技ヨーロッパの工業発展の経緯や現状について，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，その特色を理解している。
思・判・表ヨーロッパの工業の課題について，労働者の移動と賃金に着目して考察し，その内容を表現している。

	
	5
	●ヨーロッパの国境を越える環境問題と，それに対する人々の努力や関心の高まりについて理解する。

●オランダ，デンマークなどを例に，環境問題と人々の環境に対する意識や行動，課題について考え，表現できる。
	５　持続可能な社会づくり
	知・技ヨーロッパの環境問題と解決への努力について，グラフや分布図から特色を適切に読み取る技能を身に付け，環境対策などを理解している。
思・判・表ヨーロッパの環境問題への取組について，再生可能エネルギーに着目して考察し，その内容を表現している。

	
	6
	●ロシア連邦の自然環境と人口分布の特色，歴史的な社会の変化について理解する。

●ロシア連邦の鉱産資源を通したヨーロッパ連合との関係や，経済格差の拡大，日本とのつながりについて考え，表現できる。
	６　広い国土をもつロシア連邦
	知・技ロシア連邦の国土・気候，EU諸国との結び付きについて，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，ロシア連邦と他国との関係を理解している。
思・判・表ロシアとEU諸国との結び付きについて考察し，その内容を表現している。

	
	7
	●これまで学習してきたヨーロッパ州と今後学習するアフリカ州の関係性について、理解する。

●アフリカ州の国々がヨーロッパ州に植民地支配されていた歴史を理解し、植民地支配により生じた影響について考え、表現できる。
	[持続可能な社会に向けて]

ヨーロッパがアフリカに残したものは
	知・技アフリカ州に関する資料と地図を用いながら、植民地時代の宗主国とのつながりを地図から読み取り、理解している。

思・判・表アフリカ州の歴史的な背景に着目し、発展に向けた可能性と同時に課題を考察し、その内容を表現している。

主ヨーロッパ州と、これから学習するアフリカ州との歴史的関係について理解を深め、よりよい（持続可能な）社会の実現のための方法を主体的に追究しようとしている。

	11

月
（12）
	8
対
	●ヨーロッパ州の主題（学習テーマ）について、見方・考え方をはたらかせて、ヨーロッパ統合により生じた影響について多面的・多角的に考察し、表現している。

●ヨーロッパ州で学習した地域の地域的特色や国々の結びつきが強まる背景を整理し、理解している。
	まとめ
	知・技ヨーロッパ州の自然環境や国々について地図帳などを用いて整理することを身につけ、各産業の特色や経済統合について理解している。

思・判・表ヨーロッパ州で学習した環境対策や再生可能エネルギーの活用に関して多角的・多面的に考察し、その内容を表現している。

主節（ヨーロッパ州）のはじめに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことを見いだし、よりよい(持続可能な)社会の実現のための方法を主体的に追究しようとしている。

	
	３　アフリカ州　　　5時間　　　地理p.80～89

	
	【単元の目標】

○アフリカ州を大観し，その上で「アフリカでみられる国際協力や国際支援には，どのような取り組みがあるか」を主題として設定して，地域的特色を理解する。

○アフリカ州の産業や経済の課題と人口・食料問題を結び付けて捉えるとともに，人口増加・食料不足といった問題における一般的課題とアフリカ州における地域特有の課題を捉える。
知・技：アフリカ州について，植民地化の歴史や現状，他地域からの支援活動，州でみられる地球的課題(人口・食料問題)などを通して，地域的特色を大観し，理解している。
思・判・表：アフリカ州の植民地化の歴史や人口の急速な増加などの現状をもとに，人口・食料問題などの地球的課題について，地図を含めた諸資料から読み取れることを関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
主：アフリカ州について設定された学習テーマ「国際協力や国際支援の現状」と，そこで見られる人口・食料問題などの地球的課題とを関連付けながら，そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●アフリカ州に関する資料や、各国の資料を通してアフリカ州を大観し、学習内容を予想し、見通しを立てる。

●アフリカ州の学習テーマ「国際協力や国際支援のあり方」や地球的課題を捉える。
	アフリカ州
	知・技アフリカ州に関する資料と地図を用いながら、アフリカ州の基礎的な知識や各国の位置と様子を理解している。

思・判・表資料から読み取れるアフリカ州の特色を考察し、その内容を表現している。

主アフリカ州の学習テーマと地球的課題を結びつけ、どのような要因や影響、対処の仕方があるのか予想し、見通しを立てて、主体的に追究しようとしている。

	
	1
	●アフリカ州の位置と自然環境を大観し，アフリカ州を構成する主な国々の位置と名称を理解する。

●アフリカ州の地勢図から，主な自然地名や国々の位置と名称を読み取ることができる。
	１　アフリカをながめて
	知・技アフリカ州の位置・気候・環境問題などについて，地図帳などを活用して特色を読み取る技能を身に付け，その内容やアフリカ州の主な自然地名や国々の位置と名称，地域区分などを理解している。
思・判・表アフリカ州の地形・気候・人口分布や環境問題に着目して，どのような特色があるのかを考察し，その内容を表現している。

	
	2
	●アフリカ州の農業について，自然環境との関係や，その現状について理解する。

●アフリカ州の農業から見えてくる人口・食料問題と，農業発展に必要な支援について考え，表現できる。
	２　プランテーションから新たな農業へ
	知・技気候や植民地化と関連付けながらアフリカ州の農業や特色について，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表アフリカ州の農業についての現状と課題を考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●アフリカ州には豊富な鉱産資源に恵まれた国がみられ，それらの輸出に頼るモノカルチャー経済から抜け出す努力を続けていることを理解する。

●アフリカ州で豊富な鉱産資源を生かした産業の多様化が進まない状況について，自立へ向けてどのような支援・援助が求められているのか考え，表現できる。
	３　モノカルチャーから多様化を目ざして
	知・技アフリカ州の鉱産資源とモノカルチャー経済の特色について，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表アフリカ州の産業の多様化について、経済的な自立に着目して考察し、その内容を表現している。

	
	4
対
	●アフリカ州の主題（学習テーマ）について、見方・考え方をはたらかせて、アフリカ州の現状と課題解決に向けた動きについて多面的・多角的に考察し、表現している。

●アフリカ州で学習した地域の地域的特色やアフリカ州が向き合っている産業や経済の課題を整理し、理解している。
	まとめ
	知・技アフリカ州の自然環境や国々について地図帳などを用いて整理することを身につけ、各産業や経済からみえる課題について理解している。

思・判・表アフリカ州で学習した国際協力や国際支援のあり方について多角的・多面的に考察し、その内容を表現している。

主節（アフリカ州）のはじめに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことを見いだし、よりよい（持続可能な）社会の実現のための方法を主体的に追究しようとしている。

	
	４　北アメリカ州　　　7時間　　　地理p.90～103

	
	【単元の目標】

○北アメリカ州を大観し，その上で「北アメリカでは，なぜ先進的で多様な産業が発達したのだろうか」を主題として設定して，地域的特色を理解する。

○さまざまな面で現代の世界に大きな影響力をもつ北アメリカ州について，発展に至る経緯について多民族の共存という視点と結び付けて捉えるとともに，多民族の共存がもたらす問題における一般的課題と北アメリカ州における地域特有の課題を捉える。
知・技：北アメリカ州について，産業や生活の特色，北アメリカ州や構成する各国が抱える地球的課題などを通して地域的特色を理解している。
思・判・表：北アメリカ州の産業や経済などの先進性などを手がかりとして，多民族の共存の問題などの地球的課題について，地図を含めた諸資料から読み取れることを関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
主：北アメリカ州について設定された学習テーマ「先進的で多様な産業の発達」と，そこから読み取れる多民族の共存の問題などの地球的課題とを関連付けながら，そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●北アメリカ州に関する資料や、各国の資料を通して北アメリカ州を大観し、学習内容を予想し、見通しを立てる。

●北アメリカ州の学習テーマ「先進的で多様な産業」や地球的課題を捉える。
	北アメリカ州
	知・技北アメリカ州に関する資料と地図を用いながら、北アメリカ州の基礎的な知識や各国の位置を理解している。

思・判・表資料から読み取れる北アメリカ州の特色を考察し、その内容を表現している。

主北アメリカ州の学習テーマと地球的課題を結びつけ、どのような要因や影響、対処の仕方があるのか予想し、見通しを立てて、主体的に追究しようとしている。

	
	1
	●北アメリカ州の位置と自然環境を大観し，北アメリカ州を構成する主な国々の位置と名称を理解する。

●北アメリカ州の地勢図から，主な自然地名や国々の位置と名称を読み取ることができる。
	１　北アメリカをながめて
	知・技北アメリカ州の位置・気候，主な自然地名や国々の位置と名称などについて，地図帳などを活用して特色を読み取る技能を身に付け，その内容を理解している。
思・判・表北アメリカ州の位置と気候に着目して，どのような特色があるのかを考察し，その内容を表現している。

	
	2
	●アメリカ合衆国が世界有数の農産物輸出国であり，大規模な適地適作の農業経営など，さまざまな面で世界の食料庫として影響力が大きいことを理解する。

●アメリカ合衆国の自然環境と農業地域の分布の関係について考え，表現できる。
	２　世界の食料庫
	知・技アメリカ合衆国とカナダの農業の特色について，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表アメリカ合衆国の農業が世界各国に影響を与えるなど，世界が大きくアメリカ合衆国に依存していることに着目して考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●豊富な資源を背景としたアメリカ合衆国の工業生産と工業地域の特色を理解する。

●重化学工業から，新しい工業分野の発展へと移り変わる中で，先端技術を生かした産業が発達した理由について考え，表現できる。
	３　最先端をゆく工業
	知・技アメリカ合衆国・カナダの工業と資源の特色について、グラフや分布図から適切に読み取る技能を身につけ、理解している。
思・判・表アメリカ合衆国の工業や多国籍企業について，世界的な役割・影響力に着目して考察し，その内容を表現している。

	
	4
	●アメリカ合衆国の歴史とそれを背景として形成されてきた都市生活や文化の特色を知り，世界中に影響を与えていることを理解する。

●アメリカ合衆国の生活様式と比べて，身近な生活の中に，どのようなアメリカ文化の影響がみられるかを考え，表現できる。
	４　世界に広がる生活様式
	知・技アメリカ合衆国の都市生活や文化の特色について，グラフや分布図から適切に読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表アメリカ合衆国の都市生活や文化の特色について，日本の生活や文化との結びつきの視点から考察し，その内容を表現している。

	
	5
	●アメリカ合衆国とカナダ，メキシコを例に，多民族・多文化からなる社会の特色について理解する。

●アメリカ合衆国を例に，多民族の共存に関する問題や工夫について関心をもち，調べようとする態度を養う。
	５　多民族の共存と課題
	知・技北アメリカ州の国々での多民族の共存の課題について，グラフや分布図から特色を適切に読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表北アメリカ州の国々での多民族の共存の課題について，歴史的な背景などに着目して考察し，その内容を表現している。

	12
月
（10）
	6
対
	●北アメリカ州の主題（学習テーマ）について、見方・考え方をはたらかせて、世界をリードするアメリカ合衆国の社会や経済が世界に及ぼす影響について多面的・多角的に考察し、表現している。

●北アメリカ州で学習した地域の地域的特色や先進的で多様な産業が発達した背景を整理し、理解している。
	まとめ
	知・技北アメリカ州の自然環境や産業について地図帳などを用いて整理することを身につけ、多民族共存の課題について理解している。

思・判・表北アメリカ州で学習した先進的で多様な産業の特色について資料を用いて多角的・多面的に考察し、その内容を表現している。

主節（北アメリカ州）のはじめに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことを見いだし、よりよい（持続可能な）社会の実現のための方法を主体的に追究しようとしている。

	
	５　南アメリカ州　　　6時間　　　地理p.104～115

	
	【単元の目標】

○南アメリカ州を大観し，その上で「南アメリカでは，なぜ自然破壊や都市の人口増加が進んだのだろうか」を主題として設定して，地域的特色を理解する。

○南アメリカ州の各国の社会が形成されてきた歴史的背景が，開発による自然破壊や都市の人口増加とどのように結び付くのか，環境問題や都市問題における一般的課題と南アメリカ州における地域特有の課題を捉える。
知・技：南アメリカ州について，植民地としての歴史や多文化社会の形成，南アメリカ州や構成する各国が抱える地球的課題などを通して地域的特色を理解している。
思・判・表：南アメリカ州の自然破壊や都市の人口増加などを通して，環境問題や都市問題などの地球的課題について，地図を含めた諸資料から読み取れることを関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
主：南アメリカ州について設定された学習テーマ「自然破壊や都市の人口増加」と，そこで見られる環境問題・都市問題などの地球的課題とを関連付けながら，そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●南アメリカ州に関する資料や、各国の資料を通して南アメリカ州を大観し、学習内容を予想し、見通しを立てる。

●南アメリカ州の学習テーマ「開発にともなう環境や生活の変化」や地球的課題を捉える。
	南アメリカ州
	知・技南アメリカ州に関する資料と地図を用いながら、南アメリカ州の基礎的な知識や各国の位置を理解している。

思・判・表資料から読み取れる南アメリカ州の特色を考察し、その内容を表現している。

主南アメリカ州の学習テーマと地球的課題を結びつけ、どのような要因や影響、対処の仕方があるのか予想し、見通しを立てて、主体的に追究しようとしている。

	
	1
	●南アメリカ州の自然環境と歴史を大観し，南アメリカ州を構成する主な国々の位置と名称を理解する。

●南アメリカ州の地勢図から，主な自然地名や国々の位置と名称を読み取ることができる。
	１　南アメリカをながめて
	知・技南アメリカ州の自然環境と歴史の特色，南アメリカ州を構成する主な国々の位置を名称について，地図帳などを活用して読み取る技能を身に付け，その内容を理解している。
思・判・表南アメリカ州の自然環境の特色について，地形・気候などに着目して多面的・多角的に考察し，その内容を表現している。

	
	2
	●南アメリカ州の国々が植民地としての歴史をもっていること，それが現在の人口構成や多文化社会の形成に影響を及ぼしていることを理解する。

●南アメリカ州の多文化社会や農業などの経済状況について，その歴史的背景と結び付けて考え，表現できる。
	２　多様な人々からなる社会
	知・技南アメリカ州の社会について，主な使用言語や人口構成に関わる資料を読み取る技能を身に付け，植民地としての歴史が現代の社会に与える影響を理解している。
思・判・表南アメリカが多文化社会となった歴史的背景，多文化社会とは何かについて考察し，その内容を表現している。

	
	3
	●アマゾン川流域の開発とそこに住む人々の生活の課題，環境に配慮した開発について理解する。

●アマゾン川流域の環境の変化に関心をもち，そこで行われている農業や人々の暮らし，環境に配慮した農業のあり方について調べようとする態度を養う。
	３　アマゾン川流域の地域開発
	知・技アマゾン川流域の開発について，そこに住む人々の生活や環境に与える影響を資料から読み取る技能を身に付け，持続可能な開発について理解している。
思・判・表新旧の衛星写真や森林面積の変化などの資料などから，アマゾン川流域の環境の変化を多面的・多角的に考察し，地球環境への影響について調べた内容を表現している。

	
	4
	●南アメリカ州の豊富な鉱産資源や農業の進展と結び付けて，ブラジルの経済成長と人口集中による都市問題について理解する。

●南アメリカ州の資源開発や経済成長をふまえて，ブラジルを例に人口集中による都市問題について考え，表現できる。
	４　南アメリカの経済成長と都市
	知・技南アメリカ州の資源開発や主な輸出品について，グラフや分布図などの資料から適切に読み取る技能を身に付け，ブラジルの経済成長の様子や都市への人口集中による問題を理解している。
思・判・表ブラジルの経済成長に関わる課題や人口集中による都市問題について，地域開発や経済成長と都市問題とを結び付け，多面的・多角的に考察し，その内容を表現している。

	
	5
対
	●南アメリカ州の主題（学習テーマ）について、見方・考え方をはたらかせて、開発にともなう環境や生活の変化により生じた影響について多面的・多角的に考察し、表現している。

●南アメリカ州で学習した地域の地域的特色や都市の人口増加や自然破壊が発生した背景を整理し、理解している。
	まとめ
	知・技南アメリカ州の自然環境を地図帳などを用いて整理することを身につけ、多様な文化を受け入れながら独自の文化を形成してきた南アメリカ州の経済成長について理解している。

思・判・表南アメリカ州で学習した経済成長と熱帯林減少の関係性について多角的・多面的に考察し、その内容を表現している。

主節（南アメリカ州）のはじめに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことを見いだし、主体的に追究しようとしている。

	
	６　オセアニア州　　　6時間　　　地理p.116～125

	
	【単元の目標】

○オセアニア州を大観し，その上で「オセアニア州では，なぜ他地域との関係が強まったのだろうか」を主題として設定して，地域的特色を理解する。

○オセアニア州が多様な地域からの移民によって形成されてきた歴史的背景をふまえ，多民族の共存の問題にどのように向き合ってきたか，多民族社会における一般的課題とオセアニア州における地域特有の課題を捉える。

知・技：オセアニア州について，移民による社会形成の歴史やそれに伴う他地域との結びつき，オセアニア州の各国が抱える地球的課題などを通して地域的特色を理解している。
思・判・表：オセアニア州への移民による社会形成の歴史などを手がかりとして，多民族の共存の問題などの地球的課題について，地図を含めた諸資料から読み取れることを関連付けて多面的・多角的に考察し，その過程や結果を適切に表現している。
主：オセアニア州について設定された学習テーマ「他地域との関係」と，そこで見られる多民族共存の問題などの地球的課題とを関連付けながら，そこで見られる課題を主体的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●オセアニア州に関する資料や、各国の資料を通して南アメリカ州を大観し、学習内容を予想し、見通しを立てる。

●オセアニア州の学習テーマ「他地域との強まる関係」や地球的課題を捉える。
	オセアニア州
	知・技オセアニア州に関する資料と地図を用いながら、オセアニア州の基礎的な知識や各地域の位置と様子を理解している。

思・判・表資料から読み取れる地域の特色を考察し、その内容を表現している。

主オセアニア州の学習テーマと地球的課題を結びつけ、どのような要因や影響、対処の仕方があるのか予想し、見通しを立てて、主体的に追究しようとしている。

	
	1
	●オセアニア州の自然環境や歴史を大観し，オセアニア州を構成する主な国々の位置と名称を理解する。

●オセアニア州の地勢図から，主な自然地名や国々の位置と名称を読み取ることができる。
	１　オセアニアをながめて
	知・技オセアニア州の位置や自然環境，オセアニア州を構成する国々や特色ある歴史について，地図やグラフなどの資料を読み取る技能を身に付け，理解している。
思・判・表オセアニア州の主な国や自然環境を，地図やグラフなどの資料を活用して多面的・多角的に考察し，その地域的特色を表現している。

	
	2
	●オーストラリアやニュージーランドを例に，自然を生かした産業や歴史的背景と結び付けて，先住民と移民からなる現在の社会を理解する。

●オーストラリアやニュージーランドの歴史的背景と結び付けて，特色ある産業や先住民と移民からなる社会の変化について考え，表現できる。
	２　特色ある産業と国の成り立ち
	知・技オーストラリアやニュージーランドについて，地図やグラフなどの資料から産業の特色や輸出品の変化を読み取る技能を身に付け，歴史的背景と結び付けて，現在の両国の社会の特色を理解している。
思・判・表オーストラリアやニュージーランドの社会の変化を，歴史的背景と結び付けて考察し，先住民や移民からなる社会や産業の特色について表現している。

	1
月
(5)
	3
	●オーストラリアを例に，移民政策の変化と，アジア諸国との結び付きを強めている背景について理解する。

●オセアニア州の観光による他地域との結び付きとその課題について関心をもち，日本を含めたアジア諸国との結び付きについて調べようとする態度を養う。
	３　他地域との関係を深める
	知・技オーストラリアへの移民の増加や，貿易相手先の変化などを地図やグラフなどの資料から読み取る技能を身に付け，オーストラリアがアジア諸国との結びつきを強めている背景を理解している。
思・判・表オセアニア州が他地域との関係を強めている背景やそれに伴う課題を、多面的・多角的に考察し、日本との関わりの変化について表現している。

	
	4
対
	●オセアニア州の主題（学習テーマ）について、見方・考え方をはたらかせて、他地域との関係性が強まったことによって生じた影響について多面的・多角的に考察し、表現している。

●オセアニア州で学習した地域の地域的特色や他地域との関係性を整理し、理解している。
	まとめ
	知・技オセアニア州の自然環境や地域区分を地図帳などを用いて整理することを身につけ、多文化社会による移民と先住民との共生などの地域的特色について理解している。

思・判・表オセアニア州で学習したアジア州とのつながりや、多文化社会を進めている理由や課題を多角的・多面的に考察し、その内容を表現している。

主節（オセアニア州）のはじめに立てた見通しを踏まえて学習を振り返り、次の学習や生活に生かすことを見いだし、主体的に追究しようとしている。

	
	5
対
	●例として日本と南アメリカ州との間の日系の人々の歴史と現在を取り上げて、国境を越える人々の移動について理解する。

●移住先での暮らしなどについて調べ、人々が国境を越えて移動する理由について考え、表現できる。
	[持続可能な社会に向けて]
国境を移動する人々
	知・技日系の人々が多く生活する国や地域を資料から読み取り、南アメリカ州の地域的特色と関連させ、多文化共生の歴史・工夫とその重要性について理解している。

思・判・表南アメリカ州に移住した日系の人々の生活について、南アメリカ州の地域開発や経済成長などと関連させて多面的・多角的に考察し、表現している。

主日本で暮らす外国人の生活を理解し、多文化共生への取り組みを主体的に追究しようとしている。

	
	第３章　中世の日本　　　（16時間）

	
	１節　武士の政権の成立　　　6時間　　　歴史p.64～75

	
	【単元の目標】

○平安時代の社会から生まれた武士が次第に力をつけ，鎌倉幕府が開かれる経緯のあらましを理解させる。

○鎌倉時代の武士の生活や民衆の動きに関心を持たせ，その様子を資料から捉えさせる。
知・技：武士が台頭し，武家政権が成立したことと，鎌倉時代の武士や民衆の動き，鎌倉文化や鎌倉仏教に関する様々な資料を活用している。
思・判・表：武士が台頭し武家政権が成立して，武士の支配が次第に全国に広まり，武家社会が発展したという時代の流れを，幕府と朝廷の関係，土地制度の変化などに着目して多面的・多角的に考察し，表現している。
主：武士が台頭し武家政権が成立したことや，鎌倉時代の武士や民衆の動きに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	導入
対
	●年表にある事柄や人物，文化財のイラストから小学校で学習した内容を振り返る。

●写真や年表，絵画などの資料から，中世のイメージを持ち，前の時代との違いを予想する。
	中世の武士の暮らしを探ろう
	思・判・表資料の読み解きや比較から，この時代の特色を多面的・多角的に考察し，表現している。
主武士が生まれ，その支配が広がった中世の日本で，社会はどのように変化したのかという探求課題に対して，学習の見通しをもって主体的に取り組もうとしている。

	
	1
	●武士が次第に勢力を広げたことを，都や地方で起きた戦乱の様子などから理解する。

●荘園と公領からなる新しい土地制度の広がりと，武士の成長との関連について考える。
	１　武士の成長
	知・技武士の成立過程を，導入資料などから読み取っている。

思・判・表武士が成長していったことを，政治の動きと関連付けて考察している。

	2
月
（9）
	2
	●武士が政権をにぎった過程を，平清盛の動きを通して理解する。

●院政の特色を，摂関政治と比較して理解する。
	２　院政から武士の政権へ
	知・技源義経などの人物を中心に，源平の争いの経過について理解している。

思・判・表平氏の政治の特色を，摂関政治との共通点に着目して考察し，表現している。

	
	3
	●武家政権が東国に生まれ，支配力を広げていった様子を，幕府と朝廷の関係などから理解する。

●将軍や執権と御家人の関係に着目して，武家政権の特色を考える。
	３　鎌倉幕府の成立と執権政治
	知・技文字資料から，幕府と朝廷との勢力関係，将軍と御家人との関係を読み取っている。

主武士の生活や，生き方に関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	4
	●鎌倉時代の武士の生活の様子を，絵巻物や文書資料などを通して捉える。

●産業の発達による生活の向上がもたらした社会の変化について考える。
	４　武士と民衆の生活
	知・技絵巻物などの資料から，武士の生活の様子を読み取っている。

知・技鎌倉時代の農業技術や手工業・商業の発達とそれに伴う生活の向上について理解している。

	
	5
	●代表的な事例を通して，鎌倉時代の文化の特色を理解する。

●鎌倉時代の仏教の特色を理解し，それが広まった理由を考える。
	５　鎌倉時代の文化と宗教
	思・判・表鎌倉時代の仏教が人々の間に広まったことを，教えの特色や社会の動きと関連させて考察している。

主鎌倉時代の建築・彫刻・文学作品に関心を持ち，それらに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	２節　ユーラシアの動きと武士の政治の展開　　　10時間　　　歴史p.76～97

	
	【単元の目標】

○鎌倉幕府の滅亡，南北朝の動乱，室町幕府の成立，応仁の乱と戦国大名の登場を通して，武家政治の展開を理解させる。

○東アジア世界での交流を，モンゴルの襲来，日明貿易，琉球の国際的役割を通して理解させ，その交流が中世の日本に及ぼした影響を考えさせる｡
知・技：東アジア世界との交流を背景に，鎌倉幕府の滅亡から戦国大名の登場までの武家社会の展開，経済の発達と社会の変化，室町文化に関する様々な資料を活用している。
思・判・表：モンゴルの襲来や日明貿易など東アジア世界との交流が，日本の政治や社会，文化に及ぼした影響を，多面的・多角的に考察し，表現している。
主：鎌倉幕府の滅亡から戦国大名の登場までの武家社会の展開，経済の発達と社会の変化，室町文化に関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	時
	目　標
	学　習　内　容　・　活　動
	おもな評価の観点

	
	1
	●中世のユーラシア大陸で東西がつながっていったことを理解する。
●中世のユーラシア大陸で起きた東西のつながりを，イスラーム世界の拡大とその影響と関連付けて考察し，表現する。
	１　中世のユーラシア大陸
	知・技中世のユーラシア大陸ではヨーロッパ世界とイスラーム世界がつながっていったことを理解している。
思・判・表中世ユーラシアで東西のつながりが生まれた理由を，イスラーム世界の拡大や十字軍の活動と関連付けて考察し，表現している。

	
	2
	●モンゴル帝国の成立過程や文化について，その特徴を理解する。

●モンゴル帝国がユーラシア世界に及ぼした影響を考える。
	２　モンゴル帝国とユーラシア世界
	知・技モンゴル帝国の拡大によって，ユーラシア世界が一つにまとまったことを理解している。

思・判・表地図を活用して，モンゴル帝国の拡大の様子を考察し、表現している。

	
	3
	●モンゴルの襲来と日本の対応について理解する。

●鎌倉幕府が滅亡した理由を，モンゴルの襲来の影響や社会の変化から考える。
	３　モンゴルの襲来
	知・技資料から，モンゴル軍の特徴を読み取っている。
思・判・表モンゴルの襲来が国内の政治に及ぼした影響を，御家人の動きから考察し，表現している。

	
	4
	●建武の新政から南北朝の動乱に至る経過を理解する。

●室町幕府と鎌倉幕府の仕組みを比較して，その特徴を捉える。
	４　南北朝の動乱と室町幕府
	知・技守護が新たな権限を与えられて守護大名となり，後の政治に影響を及ぼしたことに気付いている。
思・判・表建武の新政から南北朝の動乱に至る経過や，動乱がもたらした武家社会の変化を考察し，表現している。

	
	5
	●琉球や蝦夷地の人々の交流や結び付きを理解する。

●東シナ海をはさんだ中国・日本・朝鮮の結び付きや，蝦夷地の動きを捉える。
	５　東アジアとの交流
	知・技地図を活用して，日明貿易の様子，琉球や蝦夷地の動きなどを読み取っている。

思・判・表中継貿易で栄えた琉球の役割を考察し，表現している。

	3
月
(4)
	7
	●農業や商業・手工業などが発達し，民衆の力が伸びてきたことを理解する。

●畿内を中心に自治的な組織が生まれたことを，土一揆などの様子から捉える。
	６　産業の発達と民衆の生活
	知・技文字資料や碑文などから，農民の成長の様子を読み取っている。

思・判・表農業や商業・手工業の発達による，当時の社会に及ぼした影響を考察し，表現している。

	
	8
	●応仁の乱の原因や経過，その後の社会に及ぼした影響について理解する。

●戦国大名の登場とその支配について，応仁の乱や下剋上の状況から考える。
	７　応仁の乱と戦国時代
	知・技文字資料や絵画資料から，下剋上の状況が全国に広がったことを読み取っている。

主自分たちの住む地域の戦国大名に関心を持ち，それに関する課題を意欲的に追究しようとしている。

	
	9
	●代表的な文化財を取り上げて，室町時代の文化の特色を理解する。

●この時代に生まれた文化で，現代に受け継がれているものに関心を持つ。
	８　室町文化とその広がり
	知・技武家文化と公家文化の融合など，室町時代の文化の特色を捉えている。

主伝統文化に関心を持ち，室町時代に生まれた文化で現代に受け継がれているものを主体的に調べようとしている。

	
	10
対
	●Ｘチャートを活用して，政治の動きや東アジアの情勢，産業や民衆の動きなどを関連付けて考察・表現し，言語活動を通して中世の日本の社会はどのように変化したのかを捉える。
	まとめ
	知・技中世の日本では，社会がどのように変化したかを理解している。
思・判・表中世の日本を大観して，時代の特色を多面的・多角的に考察し，自分の言葉で表現している。
主中世と古代とを比較する作業学習などを通して，中世の特色をまとめる学習に意欲的に取り組もうとしている。
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